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大規模DBの利用

V&Lモデルの台頭

下流タスクの 
バックボーンとして利用

2023年以降の傾向

ViT

ViTの理解

ViTを模した構造

ViTの学習

ViTの応用

ViT構造

CNNとのハイブリット

MLP

CNN

Other

階層構造

直列構造

教師あり学習

自己教師あり学習

物体検出

Contrastive Learning

Masked Image Modeling

マルチモーダルへの応用

既存Visionタスク 動画像認識

QKV内でダウンサンプリング
→ Self-Attentionにかかる計算量の削減

特定範囲内でSA

画像生成

ViTに適したデータ拡張によるアプローチ

大規模DBの用意

→少ないデータではViTの性能を発揮できない

基盤モデル幅広いタスクへの応用

→ラベルありデータを集めるのが大変

→ViTの成功は空間と次元方向を混ぜる構造にある

→ 深層化やパッチ分割方法の変更等で高性能化

マスクしたパッチ領域の予測

データ同士の比較

マルチスケール対応

空間と時間方向を同時に計算

空間方向に計算後に時間方向に計算
GANによるアプローチ

拡散モデルによるアプローチ

Transformer



ViT(21)

DeiT(21)

MLPMixer(21)

gMLP(21) S2-MLP(22)

DINO(21) MAE(22)
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Swin(21) Swinv2(22)
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Transformer x CV
DeepViT(21)CaiT(21)

WaveViT(22)

LV-ViT(21)

CrossViT(21) ConViT(21) T2T-ViT(21)

FocalAttention(21)

TNT(21)

CSWin(21)

NesT(22)

CF-ViT(22)

MobileViT(22)

Mobile-Former(22)PvT(21) PvTv2(22)

MAWS(23)
大規模DBを用いたMAE

DINOv2(23)
大規模なキュレーションされたDBで学習

DeiTIII(22)

ResMLP(22)

EfficientViT(MS,23)

特定window内でSA

Self-Attetion(SA)計算の効率化

ImageNetで高性能化実現

Sequencer(22)

Rel.posやLNの位置を変えて性能向上

ViTを深層化SAの改良とクラストークンの位置変更

Deformable Attention追加

Attentionに加える相対位置を制御

QKVを畳み込みで計算

セマンティックなトークンラベルを追加

Wavelet変換で計算量削減

MBConvとlocal-globalのSA

CMT(22)

BiFormer(23)

EfficientFormerv2(23)

Twins(21)
特定windowと広域を捉える機構の導入

段階的にtokenを取り入れる

データ拡張の見直し等

Feed forwardに畳み込み追加 SA内に畳み込みやノルムを追加

DWConvと軽量なSA

浅い層はConvで深い層でViT
SwiftFormer(23)

EfficientViT(MIT,23)

ViTを模した派生構造
ViTの構造

ViTの学習

CNNとのハイブリット
DWconvとCascaded構造のSA

MBconvとKVにDWconvを備えたSA

PoolFormerとPEを備えたSA

PoolFormer→DWconv，空間サイズ縮小によるSAの計算効率化

MLP x CV

ゲート構造を備えたMLP

MobileViTブロックで大域的特徴を捉える

MobileNetとTransformerを並行に組み合わせたSpatial Reduction Attentionで効率的にSAを計算

QKV内でダウンサンプリング

DWconvをrel.pos.として利用

Valueが無いSAの提案

パッチ分割後縦横のBi-LSTMで特徴抽出

EfficientFormer(22)

大小異なるサイズのパッチに分割

縦横のstipeでのSA

各ブロックの情報を段階的に収集

ResT(21)
KVにDWConv.

SRAをPool.に改良 SSA(22)
異なる縮小率のSRA

パッチ内でもSA

局所と広域を捉えるSAの提案

Coarse-to-fineな構造

要素毎のアフィン変換

MLP

階層構造

DaViT(22)
チャンネルと空間方向にSA

Inception Transformer(22)
inception blockを模した構造の導入

CLによる自己教師あり学習 マスク領域の画素を予測するSSL

MetaFormer(22)
空間方向の計算にPooling

上下左右4空間方向にパッチをシフト

DaViT(22)
チャンネルと空間方向にSA

CoaT(21)
階層レベルで直列と並列なブロックを持つ

Crossformer(21)
Dilated Conv.のように受容野の範囲を拡張

SparseMLP(22)CycleMLP(22)

AS-MLP(22) Hire-MLP(22)

Wave-MLP(22)

Strip-MLP(23)
特定範囲でMLP空間xチャンネルのチャンネルをサイクル

軸方向にシフト
S2-MLPv2(22)

チャンネル方向3つに分割を追加 縦横チャンネルをシフト

各トークンを振幅と位相の2つの波動関数として表現
階層化

Cross-strip方式で他トークンを集約

ConvNeXtv2(23)ConvNeXt(22)ResNet strikes back(21)
DeiTの学習条件でResNetを試した ViT構造を踏襲したCNNモデル ConvNeXtの構造を変更しMAEで学習

ConvMixer(21)
パッチ分割したCNN

CNN
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